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2flにより妨げられる｡ 2rlをOから増加させると･Tcは Isingmodelでの値か ら
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で表わされる系の 関数を求めたいのであるが.ここではとりあえず静帯磁率を計
算するO この結果はすでに.EliottandWood (Jの5次 )Yanase,Takeshigeand'

















































sf(T ) - eTIも S戸 TIも










く ASJf(T)B> - くA｢SiZ(T),Bl>
+く｢SjZ(I+β),AIB>+くAS苧(I+β)B>J
(3-1),(3-2),(3-3) を用いると.
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G12-す cthβflch20(巨1-T2I)言 sh2fl(IT1-T2･) (3-7)
であり, Tl了 2の大小関係にかかわらず,同じ結果が得られるので,T-積にしても成
り立っ｡故に,
< T (S Jfl(Tl) SjZ (T2) m Sizn(Tn))>
n ･ <T (SJF2 (T2 ) --- SJye(Tz ) I-- SiZn(Tn))>= Z! 2GIL6i l Je
となり,スピンがすべて同じ場所にあるときは,ただちに,
<T (SZ (Tl) S Z (T2 ) - SZ(Tn))>
∩











･<T(SZ(T2)- - -SZ(TL_1)SZ(T紬 )-一一SZ(Tn))> (3-ll)
任意の演算子Aに対し,


















<T(SZ(Tl)SZ(T2) 一一一 SZ (㌔))>
旦 _ //〈Vー 1 ∂ 1 ト 0(Tk-TL)⊥ -~ _
- L-22Gll(<SX>+2-0 a-8- 2-fl∑
'<T(SZ(T2)---SZ(TL_I)SZ(TzH)--- SZ(㌔))>
(3-13),(3-14)を加えて2で割ると,
<T (SZ(リ SZ(72) -- SZ (㌔))>
∩ 1 ∂ 1
-L=:2GIL(<SX,+元 町 +4Tf誉e(Tk-TL)ai)







なぜなら (3-15)を用いると,奇数個の演算子は最終的に1個になるからで <SZ> は
㌔ より高温では0であるからだ｡




期が 2βであ｡,便利とは言えないoそこで ㌔ を ㌔ - β㌔ なるXkに変数変換をす
るo スピン演算子の積の期待値はβを含むが, ㌔ -βⅩkにより,更に多くのβを含
1 ∂
むことになり, (3-15)の 2-fla-8 からTk-β戦 のβ依存性の分を差し引かねばな
らない｡その結果,
<T (S Z (Xl)S Z(x 2) - SZ(㌔ ))>
∩ 1 ∂
- 2至2GILl'sx'+義 行 +亨 志 (÷o(xj-Xe)
- 'xj-XL))鼻<T(SZ(x2)一一一SZ(xL-1,SZ(x什1)一一一SZ(㌔))>
(3-16)










<T (SZ(xl)SZ(x2) --- SZkn))>
iynG(i-xj)
(-i㌔)
n _v l ∂ nI -`一
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ここで (4-1)中の (a)と (4-6)中の (b) との違いについて注意すると, (a)は隣りあ





･<T(SZ(x2)SZ(o)), - (憲 )3
(4-1)中の (C)と (4-6)中の (d)の関係も (a),(b)の関係と同様である｡
1
I｡)-Ⅰ(a-mdxdxldx2<T(SZ(x)sZ(o)><T(SZ(xl)SZ(x2))> 20




ix21=]Xi12 i-x:]xJ 紅 t-x:ji2





ここでG(Ⅹ′,Ⅹm)を (3-17)に従いフーリエ級数に展開して･Xl,x2 で積分する と

















+ Gn 君 gk(iynGn-iyn-kGn-k)<SX>Gn-k<SX>1 (4-10)
(≒o)




















(4-12), (4-13)を用いると, (4-ll)の第 1項の一部分が第 3項と打ち消しあい,





















I(f,-′血∑ eiynxqE,1(蕊- 2Gn,2)<sx,10 ∩ ~一n
･Gn′(i-<sx>2)∫Gn′<SX>
- (工芸 )2鴫 一等 thβn)(et- -1ト 憲 爵 (4-16)
になる｡
静帯磁率の展開式 (4-1)中のグラフ (a)に注目すると, i-kは (4-6)中の (b)
に相当しているO故にこの (b)を (a)に加えれば. (a)は i≒kなる制限をはずして
もよいことになるO また (4-1)中の (C)は iが j,kに重なるのを除くことを要求する
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Nβ7.11十βJ土 +(βJ)2 生 +(βJ)3三三ト ー1
Xo Xo Xo
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1-βJZ菩諾11･βJ Y(Pfl)･ (βJ)2Z(βo)+ 一弓
32 βf1 4βfl ＼32■16
(4-24)
Y(βo)-真 空 讐 一聖祭 -(三+讐 thβfl)(｡th2βfl-1)
(4-26)
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